
～志免南小学校内「ふれあいの部屋」～～志免南小学校内「ふれあいの部屋」～

志免町っていいね！志免町っていいね！志免町っていいね！志免町っていいね！

お気軽に傍聴にお越しください。

お知らせ

次回の定例会は
６月５日予定
次回の定例会は
６月５日予定

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。
ぜひお越しください。

手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。
TEL 935-1262　FAX 935-7070

メールアドレス：gikai@town.shime.lg.jp
議会事務局は町役場４階です
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編集後記編集後記

　議会広報作成中、緊急事態宣言が発令され
『三つの密』を避けながら作業を行いました。
誰もが、コロナウイルスという見えない不安
と戦う中、少しでも町民の皆様に、あぁ！綺
麗　と心和んでいただきたい　そのような思
いで、ページ見開きで、桜の風景をいれてみ
ました。
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議会広報特別委員会

 

開催日 3 月 24 日、26 日、４月３日、
　　　 ８日、13日、14日、16日
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１
１
│

２
２
９
２
　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
│
１

◇
発
行
日
・
令
和
2
年
５
月
１
日
　
◇
印
刷
・
株
式
会
社 

博
多
印
刷

子
ど
も
た
ち
の
お
気
に
入
り
♥

　
志
免
南
小
学
校
の
一
教
室
が
福
祉
作
業

所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
？ 

１
階
の
一
年
生
の
教
室
の
続
き
に

あ
り
ま
す
。
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
と
子

ど
も
た
ち
が
休
み
時
間
に
一
緒
に
遊
び
、

行
事
も
一
緒
に
参
加
す
る
、
日
本
初
、
唯

一
の
「
ふ
れ
あ
い
の
部
屋
」
で
す
。

　
部
屋
に
は
職
員
２
名
（
社
会
福
祉
士
１

名
）
が
常
駐
し
、
障
が
い
の
あ
る
６
名
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
休
み
時
間
に
な
る
と

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
び
に
来
ま
す
。

一
緒
に
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
紙
す
き
を

し
た
り
、
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
。
と
き
に
は
、
友
だ
ち
と
ケ
ン
カ

を
し
て
心
が
ダ
ウ
ン
し
た
子
の
一
時
避
難

的
空
間
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

運動会にて演舞「いざやかぶかん♪」

３年生総合学習「ふれあいさんと仲良くなろう！」

　
交
流
を
通
し
て
、
障
が

い
に
限
ら
ず
、
自
分
と
違

う
と
感
じ
る
人
を
認
め
、

思
い
や
り
、
助
け
合
う
感

覚
を
自
然
に
育
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
ふ
れ
あ
い
大
好
き
！
」

保
護
者
の
方
か
ら
も
「
す

べ
て
の
小
学
校
に
あ
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
い
う

声
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
全
国
に
誇
れ
る
志
免
町

最
高
の
福
祉
・
教
育
施
策

で
あ
り
、
宝
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
志
免
町
の
皆
さ

ん
、
見
学
で
き
ま
す
！ 

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。（
職
員 

記
）

グッド
デザイン

賞
受賞！！
グッド
デザイン

賞
受賞！！
※無形で

は初受賞
※無形で

は初受賞

入学式は中止、記念撮影でお祝い
「はやく、学校でべんきょうしたいな」

令和2年（2020）5月1日発行
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３月定例会は、６日から 19 日までの 14 日間（１日延長）の会期で開かれました。
議案 28 件を可決、人事案件 1 件に同意しました。

一般質問は中止と致しました。

誰もが輝く　住みよい　まち
目標達成に向けて。
令和２年度一般会計当初予算総額

155 億 6000 万円（過去最大）

6241 万円 減額修正（全員賛成　可決 )➡

154 億 9759 万円（賛成多数　可決 )

昨年の一般会計予算は、４月の統一地方選挙の関係で３月は骨格予算、６月は肉付予算として
計上され、この両者を合算した予算を「実質的な当初予算」としています。
令和２年度の一般会計当初予算（修正前）は、これと比較して 10 億 8400 万円、7.5％増と 
なり過去最大です。
増加の主な要因は、①社会保障関係費の増加　②会計年度任用職員制度による人件費の増加 
③保育園等への整備補助金や学童保育所整備工事費　④東地区社会体育館解体工事費などに 
よる増加です。

主
な
事
業

 

新
規
・
拡
充
事
業

新	

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
26
万
円

	

（
特
殊
寝
台
な
ど
を
支
給
し
、
子
ど
も
や
家
族
を
支
援
）

拡	

子
ど
も
予
防
接
種
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
２
７
９
万
円

	

（
定
期
予
防
接
種
に
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
）

拡	

が
ん
検
診
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
０
８
６
万
円

	

（
胃
内
視
鏡
検
診
を
50
歳
以
上
対
象
に
隔
年
実
施
）

新	

私
立
教
育
・
保
育
施
設
補
助
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
億
１
５
６
３
万
円

	

（
別
府
つ
く
し
保
育
園
・
あ
か
つ
き
幼
稚
園
の
園
舎
建
替
、
増
改
築
費
用
の
補
助
）

拡	

学
童
保
育
所
運
営
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
６
５
４
万
円

	

（
志
免
西
第
五
学
童
保
育
所
を
開
設
）

拡	

ご
み
減
量
啓
発
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64
万
円

	

（
ア
プ
リ
構
築
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
出
し
方
や
収
集
日
の
情
報
提
供
を
行
う
）

新	

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
業
務
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
１
５
万
円

	

（
中
間
見
直
し
を
行
う
）

拡	

学
校
英
語
活
動
支
援
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
４
９
７
万
円

	

（
委
託
契
約
か
ら
派
遣
契
約
に
変
更
）

拡	

小
中
学
生
学
力
診
断
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
６
３
万
円

	

（
中
学
校
標
準
学
力
調
査
を
１
回
か
ら
２
回
に
増
や
す
）

新	

学
校
地
域
学
習
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
６
２
万
円

	

（
小
学
３・４
年
生
が
社
会
科
で
使
用
す
る
「
わ
た
し
た
ち
の
志
免
」
改
定
）

拡	

総
合
公
園
施
設
管
理
運
営
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
５
１
３
万
円

	

（
更
衣
室
設
置
と
ト
イ
レ
・
公
園
管
理
事
務
所
の
改
修
）

 

債
務
負
担
行
為

	

議
会
だ
よ
り
印
刷
製
本
費
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
５
５
万
円

	

（
令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
５
月
31
日
ま
で
）

	

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
支
援
業
務
委
託
料
……
…
…
…
…
１
９
７
４
万
円

	

（
令
和
２
年
度
契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
）

	

広
報
し
め
印
刷
製
本
費
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
５
３
４
万
円

	

（
令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
５
月
31
日
ま
で
）

 

特
別
会
計

	

公
共
施
設
公
益
施
設
整
備
拡
充
基
金

	

２
３
３
０
万
円

　
　
　

⬇
１
３
４
１
万
円
減
額
修
正

	

９
８
９
万
円　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成　
可
決
）

	

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

	

１
２
５
２
万
円　
　
　
　
（
全
員
賛
成　
可
決
）

	

国
民
健
康
保
険

	

41
億
８
７
１
５
万
円　
　
（
賛
成
多
数　
可
決
）

	

後
期
高
齢
者
医
療

	

６
億
２
０
４
７
万
円　
　
（
賛
成
多
数　
可
決
）

 

公
営
企
業
会
計

	

水
道
事
業

	

水
道
事
業
収
益	

11
億
３
６
６
４
万
円

	

水
道
事
業
費
用	

９
億
７
５
４
８
万
円

	

下
水
道
事
業

	

下
水
道
事
業
収
益	

11
億
５
９
５
４
万
円

	

下
水
道
事
業
費
用	

10
億
７
７
５
４
万
円
（
全
員
賛
成　
可
決
）

（
全
員
賛
成　
可
決
）

詳細は4ページに掲載
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歳入　154億 9,759 万円歳出　154億 9,759 万円

町税
55億4,499万円
(35.8%)

地方譲与税及び
地方消費税交付金ほか
10億8,463万円
(7.0%)

地方交付税
18億1,759万円

11.7%

繰入金
7億403万円
(4.6%)

国庫支出金
26億2,434万円
(16.9%)

県支出金
15億3,400万円
(9.9%)

町債
5億6,330万円
(3.6%)

寄付金
6億5,800万円
(4.3%)

分担金及び負担金ほか
9億6,671万円
(6.2%)

令和２年度予算

農林水産業費
8,325万円
（0.5%）

商工費
5,291万円
（0.3%）

予備費
3,992万円
（0.3%）

議会費
1億2,281万円
（0.8%）

民生費
72億9,053万円
（47.0%）

総務費
18億4,945万円
（11.9%）

衛生費
19億6,416万円
（12.7%）

土木費
6億9,255万円
（4.5%）

消防費
5億7,411万円
（3.7%）

教育費
16億9,975万円
（11.0%）

公債費
11億2,815万円
（7.3%）

６
２
４
１
万
円
減
額
修
正
の
事
業
と
理
由

区分 対前年度
伸び率 説明

町税 1.4% 町民税・固定資産税等
地方譲与税及び 
地方消費税交付金ほか 5.8% 地方消費税交付金等

繰入金 59.5% 財政調整基金、おうえん基金等から

地方交付税 -0.5%

地方公共団体の財源不足や団体間の
財政不均衡を是正し、その事務を遂
行できるよう国から地方公共団体へ
交付されるお金

国庫支出金 15.4%
国が地方公共団体に対して、特定の
事業を推進する目的で使途を指定し
て交付するお金

県支出金 28.5% 県が使途を指定して交付するお金
町債 -17.6% 町の借金
寄付金 119.3% ふるさと納税等
分担金及び 
負担金ほか -23.4% 受益者負担金等

区分 対前年度
伸び率 説明

議会費 2.0% 議会活動に要する経費

総務費 24.5% 人事、企画、財政や他部門に分類
されない事業

民生費 14.0%
障がい者福祉、児童福祉、高齢者
福祉、生活保護、国民年金などの
事業

衛生費 3.3% 母子保健、廃棄物処理、公害対策
などの事業

農林水産業費 -34.9% 農業振興などの事業
商工費 -84.3% 商工業振興などの事業
土木費 12.3% 道路整備などの事業
消防費 -18.3% 消防、防災事業など

教育費 4.1% 学校教育、生涯学習、スポーツ振
興などの事業

公債費 1.1%
町債（町の借金）を返済する元利
償還金（元金と利子）と一時的な
借入をした場合の借入利息

①
社
会
体
育
施
設
建
設
工
事

４
６
０
０
万
円

　
弓
道
場
の
新
規
建
設
事
業
で
、
予
定

場
所
は
「
志
免
総
合
公
園
野
球
場
」
西

側
の
国
有
地
を
借
り
て
、
３
年
間
で
弓

道
場
を
新
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
総

額
は
、
１
億
２
４
０
０
万
円
。

　
令
和
２
年
度
は
、
そ
の
用
地
造
成
工

事
費
４
０
７
０
万
円
と
関
連
す
る
委
託

料
５
３
０
万
円
の
計
４
６
０
０
万
円
の

計
上
で
あ
っ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
弓
道
は
伝
統
文
化
で

あ
り
、
弓
道
場
建
設
は
、
弓
道
関
係
者

の
方
の
永
年
に
わ
た
る
悲
願
で
あ
る
こ

と
も
十
分
承
知
し
て
お
り
、
弓
道
場
建

設
に
反
対
の
議
員
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
他
競
技
と
の
公
平
性
や
多

目
的
競
技
で
使
用
で
き
る
複
合
施
設
の

検
討
、
場
所
な
ど
多
角
的
に
再
度
計
画

性
を
持
っ
て
提
案
す
べ
き
と
し
た
。
今

後
し
っ
か
り
協
議
を
し
て
い
く
。

②�

南
里
三
公
民
館
改
修
調
査
設
計

業
務
委
託
料

３
０
０
万
円

　
公
民
館
の
新
改
築
に
対
す
る
公
的
な

基
本
的
方
針
は
、「
志
免
町
地
域
共
同

利
用
施
設
等
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」

と
こ
れ
に
基
づ
く
「
志
免
町
地
域
共
同

利
用
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
規
定
」

に
て
運
用
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、条
例・

規
定
の
整
備
が
先
決
で
あ
る
。

③
志
免
西
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事

１
３
４
１
万
円

　
小
学
生
の
安
全
確
保
の
た
め
に
プ
ー

ル
内
部
の
全
面
塗
装
を
行
う
工
事
。
教

育
長
及
び
担
当
課
長
は
、
現
場
を
見
に

行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
、
プ
ー
ル
を
視
察
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、塗
装
部
分
と
は
別
に
、

プ
ー
ル
周
辺
の
金
属
部
分
の
塗
装
も
剥

げ
て
お
り
、
夏
場
は
火
傷
の
可
能
性
も

あ
る
の
で
飛
び
越
え
る
な
ど
の
方
法
で

入
水
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

内
部
の
塗
装
工
事
は
今
年
の
夏
休
み

以
降
と
の
こ
と
で
あ
り
、
火
傷
が
心
配

審査
さ
れ
る
部
分
は
夏
場
に
間
に
合
う
よ
う

予
備
費
等
で
の
対
応
検
討
を
促
し
た
。

　
今
後
の
学
校
プ
ー
ル
の
運
用
に
つ
い

て
民
間
施
設
活
用
ほ
か
、
し
っ
か
り
計

画
を
策
定
し
て
６
月
議
会
に
提
示
す
る

よ
う
要
請
し
た
。

①�

教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
業
務

委
託
料

２
０
４
万
円

　
初
め
て
の
委
託
と
な
り
、
令
和
元
年

度
ま
で
は
教
育
委
員
会
の
手
作
り
で

あ
っ
た
。

　
委
託
内
容
は
、
町
の
状
況
分
析
・
学

校
の
評
価
分
析
・
施
策
の
整
理
・
骨
子

原
案
の
作
成
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
集
約
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

と
の
強
い
決
意
を
教
育
長
か
ら
伺

い
、
期
待
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②�
社
会
教
育
委
員
の
会
運
営
事
業

（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
旅
費
）

99
万
円

　
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
、
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
大
会
へ
の
参
加
特
別
旅
費
11
名

分
全
額
公
費
と
の
こ
と
。

　
公
費
で
の
研
修
で
あ
り
、
社
会
教
育

委
員
の
使
命
の
大
切
さ
、
重
要
性
を

し
っ
か
り
認
識
頂
き
、
有
意
義
な
研
修

と
な
る
よ
う
期
待
を
す
る
と
意
見
を
沿

え
た
。

③�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
事
業

１
７
６
２
万
円

　
こ
の
事
業
の
内
訳
は
、
聖
火
リ
レ
ー

の
出
発
式
の
委
託
料
７
０
０
万
円
、
聖

火
リ
レ
ー
の
警
備
費
志
免
町
負
担
金

１
０
０
０
万
円
、
糟
屋
郡
７
町
で
行
う

採
火
式
の
志
免
町
負
担
分
62
万
円
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
令
和
元
年
12

月
に
債
務
負
担
行
為
補
正
と
し
て
出
さ

れ
た
７
０
０
万
円
も
あ
る
。

　
こ
れ
だ
け
の
金
額
を
か
け
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
出
発
式
は
ス
ポ
ン
サ
ー
メ

イ
ン
の
企
画
で
あ
り
、
リ
レ
ー
の
メ
ン

バ
ー
も
不
明
。
志
免
町
の
特
色
が
ど
の

よ
う
に
活
か
さ
れ
る
の
か
。

🆀　

�

町
内
の
教
育
関
係
に
つ
い
て

は
志
免
町
教
育
委
員
会
が
一

番
理
解
し
て
把
握
し
て
い
る
。

　
　

�

な
ぜ
、
外
部
に
委
託
す
る
の

か
。

🅰　

�

今
ま
で
の
計
画
に
比
べ
、
よ

り
レ
ベ
ル
の
高
い
計
画
策
定

と
な
る
よ
う
に
す
る
。

西小学校プールを視察

予
算
の
削
除
は
行
わ
な
か
っ
た

も
の
の
問
題
提
起
し
た
事
業　
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て
の
報
告
（
３
月
６
日
）

感
染
対
策
早
急
に
！

　

町
政
報
告
の
中
で
志
免
町
に
お
け
る
、

こ
れ
ま
で
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

・�

１
月
28
日　
国
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」が
指
定
感
染
症
に
指
定
後
、

志
免
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

会
議
を
設
置
し
随
時
開
催
し
て
い
る
。

・�

２
月
20
日　
福
岡
市
で
感
染
者
が
確
認

後
「
志
免
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
」を
設
置
し
町
民
へ
予
防
法
、

議
員　

�

町
の
マ
ス
ク
の
備
蓄
は
約
６
万

枚
と
聞
い
て
い
る
が
、
医
療
機

関
、
高
齢
者
、
学
校
、
保
育
園

へ
の
配
布
は
で
き
て
い
る
か
。

町
長　

�

緊
急
性
の
高
い
医
療
機
関
、
高

齢
者
等
に
早
急
に
対
応
し
て
い

く
。

議
員　

�

手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
在

庫
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　

�

町
と
し
て
、
通
常
使
用
す
る
量
、

約
３
．
５
か
月
分
を
現
在
備
蓄

し
て
い
る
。

相
談
窓
口
等
更
な
る
啓
発
を
行
い
、
町

主
催
の
１
０
０
人
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
な
ど
一
定
の
基
準
を
決
定
。

・�

２
月
27
日　

国
よ
り
全
国
小
中
学
校
、

高
等
学
校
等
を
３
月
２
日
か
ら
３
月
24

日
の
春
休
み
ま
で
の
間
臨
時
休
校
と
の

要
請
が
あ
り
、
志
免
町
と
し
て
も
臨
時

休
校
を
実
施
。
保
護
者
負
担
の
軽
減
策

と
し
て
、
学
童
保
育
を
３
月
２
日
よ
り

８
時
か
ら
18
時
ま
で
各
校
開
所
し
た
。

議
員　

�

小
規
模
事
業
者
の
状
況
は
掌
握

で
き
て
い
る
か
。

　
　
　

���

県
や
商
工
会
と
連
携
を
取
っ
て

手
を
打
っ
て
も
ら
い
た
い
が
ど

う
か
。

町
長　

�

ぜ
ひ
、
県
と
商
工
会
と
連
携
を

取
っ
て
早
急
に
対
応
し
て
い

く
。

議
員　

�

庁
舎
正
面
に
啓
発
チ
ラ
シ
が
貼

ら
れ
て
い
な
い
。
又
、
Ｈ
Ｐ
も

分
か
り
に
く
い
。

町
長　

�

分
か
り
や
す
い
説
明
、
正
し
い

情
報
を
伝
え
て
い
く
。

主な歳入

歳入

歳出

●学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金 小学校費　5174万円増
　小中学校のGIGAスクール構想実現に向けた国からの補助金。 中学校費　2483万円増
●GIGAスクール推進事業債 7580万円増
　GIGAスクール推進事業のための地方債（借金）
●プレミアム付商品券発行事業費補助金 3500万円減

●学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金 小学校費　1952万円減
 中学校費　1069万円減
●GIGAスクール推進事業債 3000万円減

●財政調整基金積立金 6100万円減
　国の補助金が減額となったため、町の積立金（貯金）を減額するもの。

令和元年度　一般会計補正予算（第7号）
905万円増　総額149億2837万円　全員賛成　可決

令和元年度　一般会計補正予算（第8号）
6022万円減　総額148億6815万円　全員賛成　可決

小中学校GIGAスクール構想実現のための国の補助金が大幅に減額

GIGAスクール推進事業とは
＊GIGA スクール構想とは・・義務教育段階において、
令和 5 年度までに、全学年の児童生徒一人一人がそれぞ
れ端末を持ち、高速大容量の通信ネットワークを整備し、
十分に活用できる環境の実現を目指す事。

主な歳出
●学校コンピューター教育推進事業 小学校費　1億967万円増
　小中学校のGIGAスクール構想実現のための通信ネットワーク整備。 中学校費　　4942万円増
●プレミアム付商品券発行事業 1億617万円減
　予定対象者13000人に対し、購入率30％を切る大幅減の4000人となったため。
●下水排水路整備工事 1426万円減
　庁舎前の県道雨水排水路改修工事の入札不調で発注が出来ないため。

手洗いで感染予防対策本部設置（２月20日）
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志
免
町
最
高
位
の
計
画
、
特
別
委
員
会
で
審
議

●
第
６
次
志
免
町
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）
に
つ
い
て全員

賛
成　
可
決

　
提
案
の
理
由
は
、
志
免
町
総
合
計
画
（
令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間
）

を
定
め
る
に
当
た
り
、
志
免
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の
議
決
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
町
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
施
策
の
大
綱
は
、
６
つ
の
基
本
目
標
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

保
険
税
が
値
上
げ

●
志
免
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

賛
成
多
数　
可
決

　

運
営
の
赤
字
の
解
消
目
的
と
し
て
、
医
療
給
付
費
分
の
所
得
割
を

６
．
８
％
か
ら
７
．
０
％
と
し
、
均
等
割
を
年
間
２
２
０
０
０
円
か
ら

２
３
０
０
０
円
に
、
平
等
割
を
２
６
０
０
０
円
か
ら
２
６
５
０
０
円
と

す
る
も
の
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

委
員
会
及
び
審
議
会
の
設
置

●
志
免
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
設
置
条
例

	

全
員
賛
成　
可
決

　
現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
平
成
21
年
に
、
平
成
42
年
を

目
標
年
次
と
し
て
策
定
さ
れ
、
中
間
年
で
あ
る
令
和
２
年
及
び
、
３
年

度
中
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
委
員
は
15
人
以
内
で
、
任
期
は
町
長
へ
の
答

申
の
日
ま
で
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

●
志
免
町
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
審
議
会
条
例
の
制
定

	

全
員
賛
成　
可
決

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
第
６
次
志
免
町
総
合
計
画
に
合
わ
せ
、
志
免

町
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
審
議
会
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。
委
員
は
20
名
以
内
、
任
期
は
策
定
が
終
了
す
る
ま
で
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

●
志
免
町
教
育
支
援
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定

	

全
員
賛
成　
可
決

　

志
免
町
教
育
支
援
委
員
会
を
町
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

　
定
員
は
20
名
以
内
、
任
期
は
２
年
等
で
す
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
関
連

●
志
免
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

	

全
員
賛
成　
可
決

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
制
度
導
入
前
の
任
用
形
態
や
、
任
用
手
続

き
が
様
々
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す
る
例

外
規
定
を
新
た
に
設
け
る
改
正
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

●
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

	
全
員
賛
成　
可
決

　
会
計
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
非
常
勤
で
あ
っ

て
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
、
常
勤
職
員

の
規
定
に
準
ず
る
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

●
志
免
町
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

	

全
員
賛
成　
可
決

　

志
免
町
で
は
今
ま
で
公
営
企
業
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
特

に
規
定
は
な
く
、
志
免
町
職
員
と
同
じ
運
用
体
制
を
と
っ
て
き
た
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
全
部
を

改
正
し
、
志
免
町
職
員
の
給
与
に
準
用
す
る
改
正
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

権
利
の
拡
大

●
志
免
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

	

全
員
賛
成　
可
決

　

成
年
被
後
見
人
の
権
利
制
限
の
見
直
し
に
よ
り
、
成
年
被
後
見
人

が
印
鑑
登
録
を
す
る
場
合
は
、
法
定
代
理
人
が
同
行
す
れ
ば
、
申
請

で
き
る
よ
う
に
な
る
改
正
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

障
害
の
あ
る
子
ど
も
ま
た
は
障
害
の
疑
い
の
あ
る
子
ど
も
に
と
っ

て
適
切
な
教
育
環
境
や
就
学
先
に
つ
い
て
、
検
査
や
診
断
の
結
果
及

び
学
校
や
関
係
機
関
の
意
見
書
等
に
基
づ
き
、
調
査・審
議
を
行
う
。

志
免
町
教
育
支
援
委
員
会
と
は

🆀　

�

町
と
し
て
赤
字
の
解
消
の
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

🅰　

�

特
定
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
、
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
げ
た

り
、
滞
納
者
へ
の
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

🆀　

�

保
険
税
は
他
町
と
比
べ
て
ど
う
か
。

🅰　

�

糟
屋
地
区
１
市
７
町
で
は
低
い
率
で
設
定
し
、努
力
し
て
い
る
。
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シ
メ
ッ
チ
ャ
の
有
効
活
用
と
町
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

　
委
員
会
の
結
論
は
…
志
免
町
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
志
免
町
と
聞
い
た
時
に
プ
ラ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
に
、例
え
ば
、

竪
坑
櫓
を
大
切
に
し
て
い
る
町
、
シ
メ
ッ

チ
ャ
が
い
る
町
、
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
屋

さ
ん
が
多
い
町
、
住
み
や
す
い
町
、
子
ど

も
に
優
し
く
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

町
、
合
唱
に
力
を
入
れ
て
い
る
町
、
東
京

ま
で
２
時
間
で
行
け
る
便
利
な
町
等
々
。

　
町
長
は
じ
め
役
場
の
職
員
、
議
員
も
一

体
と
な
っ
て
、
志
免
町
の
プ
ラ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
と
い
う
空
気

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
肝
要
で
あ

る
と
考
え
、
要
請
を
行
っ
た
し
、
そ
の
よ

う
に
行
動
し
て
い
く
。

　

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
よ
り
、
シ
メ
ッ

チ
ャ
は
昨
年
４
月
の
町
政
80
周
年
を
記
念

し
て
作
成
さ
れ
た
志
免
町
の
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
、
い
ろ
ん
な
行
事
に
参
加
し
ア

ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
て
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で

ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
７
９
３
体
中
２
２
１
位

だ
っ
た
。

　
シ
メ
ッ
チ
ャ
の
デ
ザ
イ
ン
の
使
用
及
び

取
り
扱
い
の
要
綱
を
作
成
し
た
。
ま
た
、

シ
メ
ッ
チ
ャ
の
行
事
等
へ
の
参
加
要
請
に

も
応
じ
る
の
で
、
大
い
に
活
用
し
て
頂
き

た
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
柔
軟
な
対
応
を
要
請

し
た
。

小
学
校
で
の
新
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施

に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
小
学
校
で
新
学
習
指
導
要

領
が
全
面
実
施
さ
れ
た
。
学
習
指
導
要
領

は
お
よ
そ
10
年
に
一
度
改
定
さ
れ
る
。
教

科
書
も
改
定
さ
れ
る
。

　
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
前
学
習
指
導
要

領
と
同
じ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力

を
育
む
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
変
化
へ
の
対
応
力
が
強
調
さ
れ
た
。

　
〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
主
な
変
更
点

　
　

�

小
学
校
５
・
６
年
生
で
英
語
、
小
中

学
校
で
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
た
こ

と
。

　
　

�

小
学
３
・
４
・
５
・
６
年
生
の
英
語

の
授
業
数
が
年
間
35
時
間
増
加
す
る

が
、
５
時
間
日
を
６
時
間
日
に
し
て

対
応
す
る
。

　
〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

　
　

�
今
年
度
か
ら
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
開
始
さ
れ
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

一
人
一
台
端
末
の
整
備
を
目
指
す
。

最
終
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

練
習
問
題
が
出
題
さ
れ
た
り
、
家
で

勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
等

に
よ
り
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

�

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
適
正
使
用
に
つ
い
て

担
当
課
と
議
論
し
た
が
、
結
論
は
出

な
か
っ
た
。

　
　

�

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
適
正
使
用
の
問
題

は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

委
員
会
と
し
て
も
注
視
し
て
い
く
。

　
　

�

＊
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
、
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｔ�

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ�

Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
の

略
。
外
国
語
を
母
国
語
と
す
る
外
国
語
指

導
助
手
の
こ
と
。

シメッチャ可愛いだ〜いすき ALT配置による小学校の英語学習　What	do	you	want	to	do	in	junior	high	school ？

わたしをもっと
活用してね！！

お問い合せは

➡

まちの魅力推進課
092-935-1854

三つの柱で学びを後押し令和３年10月修理完了予定

1011 しめ議会だより　第93号（令和2年5月1日）しめ議会だより　第93号（令和2年5月1日） 1011 1011

総務文教常任委員会　開催日  1月24日、2月21日、3月3日総務文教常任委員会　開催日  1月24日、2月21日、3月3日

志
免
町
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
は
？

新
学
習
指
導
要
領
は
じ
ま
る

しめまち委員会レポートしめまち委員会レポート



水
道
施
設
運
転
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
度
の
行
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
の
技
能
労
務
職
職
員
の
定
年

退
職
を
機
に
、
現
在
、
水
道
施
設
運
転
管

理
の
業
務
委
託
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
委
託
の
方
式
は
個
別
委
託
で
、業
者
は
、

水
道
施
設
の
運
転
管
理
（
運
転
監
視
操
作

業
務
・
水
質
監
視
業
務
・
保
全
管
理
業
務
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂・そ
の
他
関
連
業
務
）

を
行
う
。

　
業
務
委
託
は
、
水
道
施
設
の
運
転
管
理

を
委
託
す
る
も
の
で
、
水
道
事
業
の
運
営

を
民
間
に
委
ね
る
も
の
で
は
な
い
。
運
営

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
町
が
行
う
。

　
平
成
30
年
度
の
水
道
法
改
正
に
よ
る
民

営
化
に
つ
い
て
、わ
が
町
の
水
道
事
業
は
、

全
く
検
討
し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
な
い
。

１
月
23
日
福
祉
巡
回
バ
ス
の
試
乗
へ

　
望
山
荘
が
平
成
30
年
10
月
の
閉
館
に
伴

い
、
福
祉
巡
回
バ
ス
の
運
行
を
総
合
的
に

見
直
す
た
め
、
現
在
、
町
内
会
等
の
住
民

の
意
見
を
聞
き
、
ル
ー
ト
や
バ
ス
停
の
新

設
を
検
討
し
て
い
る
。
現
在
３
台
の
バ
ス

が
６
コ
ー
ス
を
巡
回
し
、
便
数
の
変
更
は

な
い
。

　
新
設
バ
ス
停
は
、
サ
ン
リ
ア
ン
、
モ
ン

ト
ー
レ
、
水
鉛
、
御
手
洗
、
別
府
北
な
ど
。

　
渋
滞
を
避
け
る
等
の
理
由
で
、
移
設
を

検
討
し
て
い
る
バ
ス
停
も
あ
り
、運
行
は
、

令
和
２
年
度
中
旬
頃
を
目
標
に
努
力
し
て

い
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
実
際
に
試
乗
し
た
結

果
、
現
在
の
福
祉
巡
回
バ
ス
の
枠
組
み
の

中
で
の
担
当
課
の
努
力
は
十
分
に
理
解
出

来
た
。

　
た
だ
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
免
許
返
納

し
た
高
齢
者
の
交
通
手
段
や
、
買
い
物
難

民
の
救
済
と
し
て
の
手
段
と
考
え
る
と
、

現
行
の
バ
ス
で
は
、
道
幅
が
狭
く
、
住
宅

地
ま
で
は
乗
り
入
れ
が
厳
し
く
、
10
人
乗

り
位
の
小
型
の
バ
ス
等
の
検
討
も
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　
現
在
の
福
祉
巡
回
バ
ス
と
い
う
枠
組
み

の
中
で
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

２
月
19
日
土は
ぶ
や
ま
生
山
浄
水
場
の
視
察
へ

　

志
免
町
で
は
現
在
、
１
日
平
均

１
２
０
０
０
ト
ン
の
水
道
水
が
使
用
さ

れ
、
そ
の
う
ち
の
半
分
の
約
６
０
０
０
ト

ン
が
土
生
山
浄
水
場
か
ら
供
給
。

　
緩
速
ろ
過
池
の
耐
震
補
強
工
事
も
進
ん

で
い
る
。
こ
の
ろ
過
池
で
は
、
ゆ
っ
く
り

と
ろ
過
さ
れ
、
微
生
物
の
働
き
で
湧
き
水

の
よ
う
な
柔
ら
か
い
水
が
作
ら
れ
る
為
、

町
民
へ
安
心
安
全
で
美
味
し
い
水
が
届
け

ら
れ
て
い
る
。

は
難
し
い
。
よ
り
多
く
の
世
代
の
方
が
利

用
し
や
す
い
交
通
手
段
と
し
て
、
今
後
、

議
会
全
体
で
近
隣
市
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
等
を
調
査
研
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

土生山浄水場視察福祉巡回バス

志免町の水どっちかな？サンリアン入口　新バス停視察

🆀　
�

運
転
等
の
ミ
ス
が
起
き
た
場

合
の
責
任
の
分
担
は
ど
う
な

る
の
か
。

🅰　

�

運
転
操
作
の
ミ
ス
は
、
町
は
業

者
に
対
し
責
任
を
問
う
。
町

民
に
安
心
安
全
な
水
を
届
け

る
と
い
う
法
律
上
の
責
任
は

町
が
負
う
。

1213 しめ議会だより　第93号（令和2年5月1日）しめ議会だより　第93号（令和2年5月1日） 1213 1213

厚生建設常任委員会　開催日  1月23日、2月19日、3月4日厚生建設常任委員会　開催日  1月23日、2月19日、3月4日

水
は
重
要
な
生
命
線　
よ
り
慎
重
な
対
応
を

福
祉
巡
回
バ
ス
の
見
直
し　
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
は
ほ
ど
遠
い

しめまち委員会レポートしめまち委員会レポート



　
令
和
２
年
４
月
か
ら
待
機
学
童
を
ゼ
ロ

と
す
べ
く
、
昨
年
９
月
議
会
以
降
、
議
会

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、

西
小
学
校
で
学
童
保
育
の
場
所
を
確
保
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
西
小
待
機
学
童
解
消
に
向
け
た
事

業
の
関
連
条
例
の
改
正
と
予
算
が
上
程
さ

れ
可
決
し
た
。

　
中
央
小
、
東
小
の
令
和
３
年
度
か
ら
の

拡
張
に
対
す
る
予
算
が
、
今
議
会
に
上
程
　
今
年
度
中
に
策
定
す
る
「
個
別
施
設
計

画
」
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
や
協
議
等
々

の
報
告
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
所
管
課
か
ら
計
画
改
定
箇
所

の
説
明
要
請
を
受
け
た
が
、
３
月
議
会
の

予
算
審
査
の
中
で
「
最
終
計
画
案
」
の
報

告
を
受
け
た
。

　
町
対
策
本
部
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
対
応
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。
委
員
会

と
し
て
、
役
場
に
は
今
後
来
庁
者
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
町
民
と
職
員
の
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
町
民
へ
の
対
応

に
万
全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
請
を

行
っ
た
。

公共施設の長寿命化により40年間で約287億円の費用を縮減　
国
鉄
志
免
ぼ
た
山
開
発
推
進
協
議
会
規

約
（
案
）
及
び
粕
屋
・
志
免
・
須
恵
国
鉄

炭
鉱
跡
地
共
同
管
理
執
行
協
議
会
規
約

（
案
）
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
両
規
約
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
各
町
特

別
委
員
会
に
お
い
て
継
続
し
て
協
議
さ

れ
、
修
正
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　
続
い
て
、
須
恵
町
で
行
わ
れ
た
代
表
者

会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
事
項
の
一
つ
目

は
、
国
鉄
志
免
炭
鉱
ぼ
た
山
開
発
推
進
協

議
会
規
約
の
全
部
改
正（
案
）に
つ
い
て
。

　
最
後
に
、
須
恵
町
で
開
催
さ
れ
た
国
鉄

志
免
炭
鉱
ぼ
た
山
開
発
推
進
協
議
会
総
会

で
決
定
さ
れ
た
事
項
等
の
う
ち
、
国
鉄
志

免
炭
鉱
ぼ
た
山
開
発
推
進
協
議
会
規
約
の

全
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て
。

　
全
員
賛
成
で
承
認
さ
れ
た
。

役場屋上からのぼた山と竪坑櫓

🆀　

�

主
な
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
て

い
る
新
た
な
体
制
で
は
、
貸
付

及
び
貸
付
料
に
関
す
る
こ
と
や

管
理
に
関
す
る
新
規
・
拡
充
業

務
の
予
算
に
関
す
る
こ
と
に
、

議
員
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

🅰　

�

出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
三

町
の
町
長
会
議
に
お
い
て
問
題

提
起
す
る
。

🆀　

�

協
議
会
に
諮
問
さ
れ
る
「
３
町

長
が
計
画
す
る
開
発
」
と
は
、

３
町
長
が
合
意
形
成
し
た
と
考

え
て
い
い
の
か
。

🅰　

�

合
意
形
成
し
た
も
の
を
諮
問
す
る
。

🆀　

�

諮
問
は
開
発
に
限
ら
れ
る
の
か
。

🅰　

�

賃
貸
・
売
買
等
の
土
地
利
用
に

関
す
る
こ
と
も
協
議
会
に
諮
る
。

🆀　

�

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
で
は
、
議

員
に
よ
る
採
決
で
進
ん
で
き
た

が
今
後
は
そ
の
権
限
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

🅰　

�

当
然
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

な
る
と
、
協
議
会
で
諮
問
・
答

申
さ
れ
た
も
の
は
各
町
議
会
で

き
ち
ん
と
結
論
を
出
し
て
も
ら

い
一
つ
の
形
に
し
て
い
く
。

学童保育に利用される教室（西小学校）

ぼた山 竪
たてこうやぐら

坑櫓

さ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
と
ご
父
兄

の
為
に
、
一
日
も
早
い
時
期
で
の
待
機
学

童
解
消
に
向
け
て
、取
り
組
む
よ
う
要
請
。

1415 しめ議会だより　第93号（令和2年5月1日）しめ議会だより　第93号（令和2年5月1日） 1415 1415

予算常任委員会　開催日  １月22日、４月14日

一
日
も
早
い
学
童
保
育
待
機
解
消
を「

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
」

進
捗
の
課
題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に

つ
い
て
（
４
月
14
日
）

新
体
制　
よ
り
良
い
方
向
へ
（
91
号
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

志免炭鉱ぼた山対策特別委員会　開催日  2月12日、14日

しめまち委員会レポートしめまち委員会レポート



臨時会 （令和２年１月30日開催）
　
会
期
は
３
月
６
日
か
ら
18
日
ま
で
の
13
日
間
と
決
定
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
10
名
よ
り
通
告
が
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
が
刻
々
と
変
わ
り
心
配
さ
れ
る
中
、
執

行
部
に
は
そ
の
対
応
に
全
力
を
注
ぎ
町
民
へ
の
対
応
を
最
優
先
さ

れ
る
こ
と
、
議
会
も
感
染
予
防
の
た
め
に
も
、
出
来
る
だ
け
短
期

間
で
会
期
を
終
え
る
こ
と
等
、
議
会
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
全
面
協
力
す
る
と
の
、
苦
渋
の
決
断
に
よ
り
一
般
質
問
は

中
止
と
し
、
予
算
審
議
も
短
縮
し
て
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
議
会
に
お
け
る
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
協
議
後
、
小
学
校
に
て
、

子
ど
も
議
会
出
前
講
座
を
視
察
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
議
会
や
議
員
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
に
な
る
、

今
後
も
主
権
者
教
育
の
重
要
性
と
、
子
ど
も
議
会
開
催
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

こども議会出前講座（粕屋町）

🆀　

�

一
般
質
問
中
止
決
定
が
軽
く
聞
こ
え
た
。

　
　

�

一
般
質
問
は
、
調
査
研
究
し
た
こ
と
を
町
長
に
投
げ
か

け
る
議
会
、
議
員
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
。

　
　
し
っ
か
り
議
論
し
た
の
か
。

🅰　

�

軽
く
見
た
訳
で
は
な
く
十
分
審
議
し
た
。

　
　

�

町
民
の
安
心
・
安
全
が
最
優
先
。
職
員
に
安
全
策
を
と

る
活
動
の
時
間
を
つ
く
る
た
め
、
議
会
も
全
面
協
力
す

る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

ズバリ町政を問う！

今
回
の
一
般
質
問
は

中
止
と
致
し
ま
し
た
。

４月１日から西小に第五学童保育所を開設
・志免町学童保育事業実施に関する条例の一部を改正する条例の制定

（全員賛成　可決）
　待機学童解消のため、専用施設ではなく学校施設の特別支援教室として使用されてい
る教室を多目的に利用できる部屋に変更し、14時30分以降学童保育に利用する。
　委員会から、特別支援学級に通う児童への配慮が疎かにならないように要請した。

・令和元年度　一般会計補正予算（第６号）

志免西第五学童保育所運営事業費委託料
　 債務負担行為 　※予算の先取りをおこなう行為

　限度額１２０６万円（令和元年度締結の日から令和３年３月31日まで）
（全員賛成　可決）

　　特定財源　（利用料、交付金、補助金）６６９万８０００円
　　一般財源　５３６万２０００円
　　主な内容は運営のための人件費、備品、管理等。

　待機学童問題は町の大きな課題の一つとして、議会も長年にわたり審議し解決に全力
を挙げてきた。
　予算常任委員会では、昨年６月議会に提案された解消の開始時期を令和３、４年では
なく令和２年から開始する等、待機問題を一気に解決することを基本とした。
　西小が一番早い対応となったが、他の小学校ではできないのか最大限の努力を教育長
に要請していたが、今回の審査で前向きな回答はなく、議員から厳しい質問、意見が出
され残念。今後もしっかりと審議していく。
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議会運営委員会　開催日  １月22日、2月18日、3月2日

令
和
２
年
３
月
定
例
会　
会
期
短
縮
決
定

一
般
質
問
中
止
へ

１
月
28
日　
粕
屋
町
仲
原
小
学
校
に
視
察
へ

しめまち委員会レポート



「しめ議会だより」を読んでいますか？

インタビュー、アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。

40～83歳、28名の方にご協力をお願いしました。

・興味を持つような工夫　・難しいのでわかりやすく
・表紙を良くする　　　　・SNS活用

いつも読んでいる

たまに読んでいる

あまり読んでいない

19 名
３名
６名

突撃！インタビュー 南里１町内会の
組合総会にて

たまに
読んでいる

あまり
読んでいない

いつも
読んでいる

アンケート集計結果

議会だよりの改善点

・一般質問
・どのような話し合いをしているのか

気になっている内容

ボランティア団体「志免テープの会　あじさい」
の協力により、録音した議会だよりのテープを
貸し出しています。より多くの方に議会だより
を読んでいただきたいと思います。
テープは志免町役場福祉課、町民図書館で貸し
出しています。

問い合わせ先
社会福祉協議会　ＴＥＬ 092－937－3011

議会だよりのテープを
貸し出しています。　
議会だよりのテープを
貸し出しています。　

議会事務局の人事

長 秀樹 専門員
（退任）

事務局で通算22年
お世話になりました。

石津吉章 局長
（４月１日付で就任）
よろしくお願いします。

委員会って何をする場所教えて
シメッチャ！

志免町議会では多くの議案や、請願を取り扱っています。
これらを限られた会期の中で最終的に判断するため、複数の委員会を設置し、

本議会での議決に先立ち専門的かつ詳細な審査を行っています。

どのようなものを審査しているの？

メインは議案の審査だよ。議案には、条例の制定・
改廃や町の予算に関するものなどがあって、他に
も町民の皆さんから提出された請願の審査なども
行っているよ。

委員会は見学できますか？

開催前に議会事務局に連絡いただくことで傍聴
することができるよ。開催予定は町議会ホーム
ページを見てみてね。

特別委員会ってなに？

特に集中して審査する必要のある場合に設置さ
れる委員会だよ。志免町では、ぼた山について
協議を行う「志免炭鉱ぼた山対策特別委員会」
や議会だよりを編集する「議会広報特別委員会」
があるよ。

委員会が担当する分野の様々な調査・研究を行っ
ているよ。町長や担当課に提案や要請を行うこ
ともあるよ。他の市町村の先進的な取り組みを
視察することもあるんだよ。

定例会が閉会している間、委員
会活動はしているの？

志免町には 14 名の議員がいて、総務文教常任
委員会か厚生建設常任委員会のどちらかの委員
会に所属しているよ。希望が重なれば議員同士
で話し合って決めるんだ。議会運営委員会は両
委員会から３名ずつの計６名で、予算常任委員
会は議長を除く 13 名で構成するんだ。特別委
員会も総務文教、厚生建設常任委員会から議員
を出し合って構成しているよ。

委員会メンバーはどうやって
構成されてるの？

志免町議会では条例で任期を４年と決めている
よ。委員長と副委員長は委員の中から互選で決
めるんだ。

委員会の任期は？委員長・副委
員長はどうやって決めてるの？

委員会での議案審査

議案の説明
本議会から各委員会に付託された議案につい
て、提出者（町長）が内容や提案理由の説明
をおこないます。

議案に対する質疑
委員は提出者（町長）に対し、議案の内容や
提案の理由などについて疑問な点、不明な点
を問いただします。

討論
委員は採決の前に、議案に対して賛成または
反対の意見を述べます。

採決
討論後、委員長は出席委員に議案に対する賛
否の意思表示を求め、集計します。

＊委員会での一連の審査の経過と結果は、委員長が
　本会議で報告します。

常
任
委
員
会

総
務
文
教

◎
稲
永
　
隆
義

〇
末
藤
　
省
三

　
亀
崎
　
大
介

　
小
森
　
弘
美

　
藤
瀬
　
康
司

　
丸
山
　
卓
嗣

　
古
庄
信
一
郎

議
会
運
営
委
員
会

◎
末
藤
　
省
三

〇
牛
房
　
良
嗣

　
稲
永
　
隆
義

　
岩
下
　
多
絵

　
小
森
　
弘
美

　
大
熊
　
則
雄

特
別
委
員
会

◎
安
河
内
信
宏

〇
古
庄
信
一
郎

　
岩
下
　
多
絵

　
亀
崎
　
大
介

　
木
村
　
俊
次

　
小
森
　
弘
美

　
藤
瀬
　
康
司

　
丸
山
真
智
子

　
牛
房
　
良
嗣

　
末
藤
　
省
三

志
免
炭
鉱

ぼ
た
山
対
策

◎…

委
員
長

〇…

副
委
員
長

（
令
和
２
年
４
月
現
在
）

◎
亀
崎
　
大
介

〇
岩
下
　
多
絵

　
稲
永
　
隆
義

　
小
森
　
弘
美

　
大
熊
　
則
雄

　
大
西
　
　
勇

議
会
広
報

厚
生
建
設

◎
岩
下
　
多
絵

〇
木
村
　
俊
次

　
安
河
内
信
宏

　
大
熊
　
則
雄

　
牛
房
　
良
嗣

　
大
西
　
　
勇

予
算

議
長
を
除
く
全
員
で
構
成

◎
古
庄
信
一
郎

○
安
河
内
信
宏

委員会の構成

シメッチャ

シメッチャ

シメッチャ

シメッチャ

シメッチャ

シメッチャ
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